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日吉図書館の「今まで」と「これから」をテーマ
に，横山千晶日吉メディアセンター所長の司会のも
と，当館にゆかりのある教員 2 名と学生 2 名，職員
2 名による座談会を行い，これまでの思い出やエピ
ソード，今後の日吉図書館に期待することについて，
ざっくばらんに語り合ってもらった。

横山 本日はお集まりいただきありがとうございま
す。日吉図書館は，慶應の大先輩・槇文彦先生が

「船」をイメージして設計され，入口のスロープは
「桟橋」を表しています。開館から40年間航海を続
けてきたこの図書館が，次の航海に進んでいけるよ
う，今日はぜひ皆さんのお話を伺いたいと思います。

利用者ニーズに応えるサポート
横山 岩波先生は古い文献を探される機会も多いと
思いますが，日吉メディアセンター 1 ）のサポートは
いかがでしょうか？
岩波 国内に一冊あるかどうかという資料も多いの
ですが，問い合わせるとすぐに複数の入手方法を示
していただけます。昨年出版した著書執筆で1,000
件近い文献が必要になった際も，メディアセンター

の協力で資料にたどり着けました。情報リテラシー
セミナー 2 ）も毎回内容が更新され，私自身学び直
しの機会となっています。
横山 黒木さんは学習相談 3 ）にも関わっていらっ
しゃいますが，デスクには学生以外の利用者も来ら
れますか？
黒木 私が担当する学習相談は学生が中心ですが，
レファレンスデスクには幅広い年齢層の方がいらっ
しゃいます。夏には通信教育課程の方，授業期間中
の午前中には教授の姿も見かけます。資料が充実し
ているからこそ，学部生だけでなく研究者のサポー
トも可能なのだと思います。
横山 朝比奈さんはレファレンス対応で，どんな点
を意識されていますか？
朝比奈 会話を大切にしています。急ぎで資料を求
める方もいれば，探し方が分からない方もいます。
相手のニーズを丁寧に聞き出し，その方に合った資
料を提供できるよう心がけています。
黒木 私も，何気ない会話の中で相談の核心が見え
てくると感じているので，やりとりを大切にしてい
ます。
横山 最近はAIも進化していますが，会話を大切
にするのは人間ならではの重要なポイントですね。

図書だけではない「メディアセンター」
横山 日吉キャンパスには 1・2 年生が多く集まりま
す。日吉メディアセンターは，そんな若い世代にとっ
て図書館が居心地の良い場所になるよう努めていま
す。図書館フレンズ 4 ）（以下「フレンズ」とする）
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員だけでは拾いきれない視点から資料が選ばれるの
で，蔵書の幅が広がっていると感じます。映像資料
では，DVDは5,000本以上所蔵していますが，置い
てある場所は事務室内です。そのため，学生がふと
見て 「こんなのもあるんだ」 と思ってもらえるよう
に，DVDのパッケージだけを展示するなど，小さな
工夫もしています。目に見えない資料も多いので，
それにどう気づいてもらうかが課題です。
岩波 KOSMOS上で図書を検索すると，関連する
図書の表紙が見られますが，DVDパッケージもこ
のようにオンライン上で見られる仕組みがあると良
いですね。装丁や表紙の印象って大事ですし。
横山 確かに，先ほども述べた通りですが，カバー
から受け取る印象や情報は大きいですよね。
岩波 せっかく多くのDVDを所蔵しているのです
から，もっと活用されると良いですね。

何度も訪れたくなる，自分の居場所
横山 ここからは少し未来の話をしたいと思います。
まずは岩波先生，今後日吉メディアセンターにはど
んなふうになっていってほしいと思われますか？
岩波 キャンパスごとにメディアセンターの雰囲気
は異なると感じていますが，先ほど黒木さんもおっ
しゃっていたように，その中でも日吉は，多くの人
に開かれた場所だと思います。退職された教員も
訪れるのを楽しみにしているようですし，大学院生
や研究者が集中して勉強している姿もよく見かけま
す。学生はもちろん，塾員を含む幅広い世代が利用
できる点に大きな魅力を感じています。こうした雰
囲気は，この40年の間に試行錯誤を重ねて育まれて
きたものだと思います。また，学生主体の取り組み
も日吉ならではの特徴です。ビブリオバトルやコン
サート，学習相談など，学生の視点が運営にしっか
り反映されていて，今後もそうした姿勢を大切にし
ていってほしいと感じます。
横山 吉田さんも黒木さんも，今は日吉キャンパス
に通っているわけではありませんが，それでも日吉
メディアセンターで活動してくださっているのは，
やはりこの場所ならではの雰囲気があるからでしょ
うね。吉田さんはビブリオバトルにも参加されてい
ますが，それ以外にも，日吉メディアセンターの資
料や魅力を伝える方法として，何か良いアイデアは
ありますか？

の皆さんにも，さまざまな面で協力していただいて
います。その活動のひとつとして選書ツアーがあり
ますが，吉田さんはこれまでにも複数回ツアーに参
加なさっているそうですね。
吉田 はい。2024年，2023年に参加しました。フレ
ンズ10名程度と職員 1 名で大型書店へ足を運んで選
書を行うのですが，自分の関心だけでなく，1・2 年
生のうちに読んでほしい本も意識して選びました。
選定した図書の展示もフレンズの活動の一環です。
朝比奈 選書された本は新聞・雑誌コーナー横の階
段の踊り場に展示されています。
横山 展示って大事ですよね。私は本の表紙を見て
読みたくなることが多いので。長田先生は学生時代，
AVブースを活用していたと伺いました。

長田 最初は図書館に映像資料 5 ）があることが不
思議でした。でも行ってみたら，映画史に登場する
ような名作もあって。以来，映画を観て帰る生活が
続きました。教員になって情報リテラシーセミナー
をお願いしていますが，そこで「ここは本だけじゃ
なく，データベースや映像・音声資料など，すべて
の情報を扱うから “メディアセンター” なんだ」と
職員の方が言われて。「ああ，なるほど」と納得し
ました。情報がたくさん詰まっていて面白い場所だ
なと感じていました。大学にとって図書館のあり方
はすごく重要だと思っています。以前いた大学では，
分野横断的に資料を探すには複数の図書館を回る必
要がありました。でも慶應ではメディアセンターに
行けば，ある程度そろっている。横断的な研究して
いる者にとって，これは本当にありがたいです。
横山 さまざまな形式の情報を集めてくれる力がメ
ディアセンターにはありますよね。
関口 ありがとうございます。日吉の場合，1・2
年生の学部生だけでなく，研究者や協生館の 3 つの
大学院の学生など，幅広く対応していけるように資
料を選定しています。最近では，学生が自分たちで
本を選ぶ「塾生選書」 6 ）も実施していて，図書館
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吉田 フレンズの展示のように，既に取り組まれて
いる仕掛けもありますが，学生からもっと提案が出
てくると，さらに良い形に進化していくと思います。
たとえば，文系の内容を理系のキャンパスで紹介し
たり，逆に理系の話題を日吉で取り上げたりと，キャ
ンパス間で情報を共有するのも面白いのではないで
しょうか。日吉には多様な背景を持つ学生が集まっ
ているので，情報の交流の拠点としての役割を果た
すことができるはずです。将来的には，地域の人々
とも知識を共有し，対話が生まれるような場所にな
れたら理想的だと思います。

岩波 確かに日吉キャンパスは慶應の中で最も関係
学部の多いキャンパスですので，例えば，それぞれ
のキャンパスのメディアセンターを通して，その向
こう側にいる学生たちと交流するような場ができた
りしたら面白いかもしれないですね。
長田 今の話を聞きながら，他のキャンパスのメディ
アセンターもいろいろ思い浮かべたのですが，やっ
ぱり日吉が一番「柔らかい」雰囲気だと感じます。
構えて利用するというより，目的がなくてもふらっ
と立ち寄れて，ぼうっと過ごせるのが心地いい。あ
の雑誌コーナーなんて，何もしないでただ座ってい
るだけでも意外と楽しくて。静か過ぎず，でもうる
さくもない音の感じがちょうどよくて，集中もしや
すかった。天井が高くて音の響きも独特で，あの空
間がすごく好きでした。それから，電源や設備が少
しずつ充実してきて，年々使いやすくなっているの
を感じます。場所として明るくて落ち着けるし，レ
ファレンスルームや 2 階東閲覧室あたりは，自分に
とって特に居心地の良い場所でした。日吉はキャン
パスの中心にもなっていて，いろんな人が行き来す
る場所でもありますよね。だからこそ，ただ機能的
なだけでなく，「なんとなく居たい」と思わせる空
気があることが，日吉の魅力なのではと思います。
横山 黒木さんは日吉メディアセンターを施設とし

て使ってみて感じることはありますか？
黒木 私も居心地の良さを感じていますが，学生た
ちは主に自習スペースとして使っている印象があり
ます。今日も多くの席が埋まっていて活用されてい
る一方で，少しもったいなさも感じます。私は 2 階
のバルコニー 7 ）が好きで，小説を手に取ってソファ
で読む時間を楽しんでいます。学生にももっと気軽
に本と関わる機会があるといいなと思います。
横山 そうですね。日吉メディアセンターには本当
にたくさんの本があるので，自習だけでなく，楽し
んだり自分から学んだりするようになると良いです
よね。施設面でかなり工夫が感じられますが，その
あたり関口さん，いかがでしょうか？

関口 はい。見学に来た方に「この建物は40年経っ
ているんですよ」と話すと，皆さん「そんなに古い
なんて思えない」と驚かれます。実際には，壁の塗
り直しや什器の更新など，キャンパスからの予算で
毎年少しずつでも整備ができていて，本当に助かっ
ています。また，スタッフが日々施設の状態を細か
くチェックして 「ここが傷んでいます」 といった報
告が上がることで，早めの対応ができ，良い状態を
保てていると思います。先ほど黒木さんがお話され
ていたバルコニーは，最近，本棚の配置を少し見直
しました。以前は本を取るときに，後ろのソファ席
とぶつかることがあったので，棚の向きや間隔を見
直しました。小さなことですが，そうした使いにく
さを一つずつ改善していきたいと思っています。も
し気づいた点があれば，ぜひ教えてください。皆さ
んの声を反映させながら，より良い図書館を目指し
ていけたらと思っています。
岩波 日吉メディアセンターには多様なスペースが
あり，学生それぞれが「自分の場所」を見つけて利
用していると感じます。静かな隅を好む人もいれば，
大きな机で対面して座るのが好きな人もいて，画一
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的ではない空間づくりがされています。自分だけの
居場所って大事ですよね。
横山 そうした工夫は素晴らしいと思います。最近
はオンライン授業や就職活動などの面接で利用でき
る「声出しブース」8 ）ができたと聞きました。多様
なニーズに応えようとしているのは本当にありがた
いですね。

日吉メディアセンターならではのイベント
横山 場所としても素晴らしいですが，日吉メディア
センターは展示やイベントにも力を入れていますよね。
朝比奈 日吉キャンパスには，大学生活にまだ不安
を抱えていたり，これから本格的に学びを始めよう
としていたりする 1・2 年生がたくさんいます。そう 
した学生たちを，さまざまな角度から支援していく
ことが日吉メディアセンターの重要な役割だと考えて
います。そのために，我々スタッフは 「企画展示ワー
キンググループ」 と 「読書推進ワーキンググループ」 
という 2 つのチームを組んで，前者は館内展示を通
じて情報発信を行い，後者は主にフレンズの活動を
支援しています。私は読書推進ワーキンググループ
に所属し，学生たちの自主的な読書活動を後押しし
ています。また，レファレンス担当として学習相談
の活動にも関わっており，特に 4 月の新入生向けイ
ベントでは，大学での勉強方法や有意義な学生生活
の過ごし方についてアドバイスを行いました。学術
の世界の入り口に立つ学生たちにとって，図書館が
安心して使える場となり，自然と足を運びたくなる
ような存在でありたいと日々意識しています。

関口 今，朝比奈さんが話した学習相談のイベント
は，学習相談の学生たちが自ら発案してくれたもの
なので，彼らの主体的な取り組みにとても感謝して
います。
岩波 地下のAVホールを活用して，映画上映会や，
その後みなで感想を述べあったりするイベントが
あっても楽しいかもしれませんね。

これからの日吉メディアセンターへ
横山 もっとたくさんお話を伺いたいところではあ
りますが，時間が来てしまいました。最後にみなさ
ん日吉メディアセンターに期待することを一言ずつ
お願いいたします。
岩波 今後もますます人が集う場所になっていって
ほしいと思います。学生の中にはサークルに入って
いなかったり，教室でも一人でいたりする人もいま
す。そういう人が「ここが自分の居場所だ」と思え
るような場所はとても大切です。授業や食堂は長く
居られる場所ではないけれど，図書館は好きな時間
に来て自由に過ごせます。本を読むだけではなく，
リラックスしたり，自分のペースで使ったりできる
場所として，これからも開かれた場であり続けてほ
しいです。
吉田 岩波先生がおっしゃっていたとおり，いろん
な学部の人が集まるからこそ，中心地としての役割
があると感じます。実際，寝ている学生もいるくら
い自由で，それぞれが思い思いに過ごしています。
そういう意味で，この図書館は 「自分の居場所だ」 と
感じられる，居心地の良い空間になっていると思い
ます。ほかの図書館と比べても，古風なイメージで
はなく，新しいデザインを取り入れている点が印象
的です。また，個人的には，地域とのつながりがもっ
と深まるといいなと思っています。もちろん難しい
面もありますが，慶應には門がなく，外の人も入り
やすいという特徴があります。そうした開かれた環
境を活かして，地域との交流の場がもっと増えると
いいなと感じています。
黒木 私も「居心地の良さ」を大切にしてほしいと
考えています。日吉メディアセンターは，いろんな
ブースがあって，ゾーンごとにテーブルや椅子のデ
ザインが違っていたりして，本当にそれぞれが自分
に合った居場所を見つけやすい空間だなと感じてい
ます。そうした快適さに加えて，もっと「本との関
わり」を感じられるような，素直に本を楽しめる場
所になっていくといいなとも思っています。
長田 やっぱり私は日吉の図書館がすごく好きです
ね。建物の雰囲気やディテールを含めて，とても魅
力的だと感じています。ですので，これからもっと
図書館が開かれた存在になるといいなと思います。
同時に，私は教員という立場でもあり，主に 1・2
年生の授業を担当しています。学生たちは，大学に

41

日
吉
図
書
館
開
館
40
年



MediaNet No.32
（2025.10）

場になるといいなと感じています。
横山 次は開館50年，その次は100年，この先も図
書館はどんどん進化していきます。そしてその進化
にはみなさんの存在が欠かせません。どうぞこれか
らも日吉メディアセンターを支えていただけたら嬉
しいです。本日はお忙しいところ，ありがとうござ
いました。

（2025年 5 月30日　日吉図書館 1 階所長室）

5 ）	 1 階AVコーナーでは，日吉図書館所蔵のDVD，ブルー

レイ，ビデオ，レーザーディスク，CDなどが利用できる。

6 ）	 2009年10月より，学生の声を収集する手段として，学生

に自由に選書をしてもらうラウンジ選書がスタートし

た。2020年度～2021年度はコロナ禍により休止していた

が，2022年度より図書館フレンズの学生による選書とし

て再開（「フレンズ選書」），2024年 5 月より「塾生選書」

と名称を変更し，図書館フレンズ以外の塾生にも自由に

選定してもらう以前の形式に戻した。

	 児島知子．日吉メディアセンターの読書推進活動計画．

MediaNet．2010，no. 17，p. 68-71．

	

7 ）	 図書館の入り口の真上に位置する東向きのスペース。ベ

ストセラー小説や話題の図書，ガイドブックなどの軽読

書用図書が「バルコニーコレクション」として配架され

ている。

	 山中みどり．“学生の憩いの場―バルコニーコレクショ

ン―”．慶應義塾日吉図書館開館20年記念誌．慶應義塾

大学日吉メディアセンター編．横浜，慶應義塾大学日吉

メディアセンター，2006，p. 14-15.

8 ）	 2024年11月，AVコーナーにオンライン授業やオンライン

会議をするための 1 人用「声出しブース」4 席を設置した。

入ったばかりで，いろいろなことに慣れる前に卒業
してしまうこともあるので，できるだけ早い段階で
図書館の使い方を覚えてもらいたいと思っています。
たとえば，データベースにはどんなものがあるのか，
図書館にはこんな資料まで揃っているのか，という
ようなことを知ってほしい。実際に図書館に足を運
ぶことで，ネットだけでは得られない発見もありま
すし，そういった体験を通じて，学びの幅が広がる

注記

1 ）	 日吉メディアセンターは協生館図書室を含む組織の名称

であるため，本来は建物名である「日吉図書館」と表記

するのが正確である。しかし，日常的に日吉メディアセ

ンターと呼ばれることが多いため，本座談会では発言さ

れたとおりの呼称を用いて表記する。

2 ）	 授業を担当する教員の要望に合わせて行うセミナー。内

容は，教員とメディアセンターレファレンス担当者で相

談しながら決定する。

3 ）	 教養研究センター設置科目「アカデミック・スキルズ」

を履修した学部 2 ～ 4 年生・大学院生による，レポート

の書き方やプレゼンテーションの基本についてサポート

する活動。2008年度から教養研究センター，日吉メディ

アセンター，日吉学生部の共催により実施している。

	 慶應義塾大学日吉メディアセンター．“日吉メディアセ

ンター 学習相談”．慶應義塾大学リサーチナビ．

	 https://libguides.lib.keio.ac.jp/hys_studyadvice．

4 ）	「『読書』という共通の趣味を通じた学生活動の場を図書

館で」を合言葉に，2015年春に始まった学生によるボラ

ンティア組織。学生自身の目線から，読書や図書館の魅

力を伝えることを目指した企画展示など，様々な活動を

行っている。

	 慶應義塾大学日吉メディアセンター．"図書館フレンズ"．

慶應義塾大学リサーチナビ．

	 https://libguides.lib.keio.ac.jp/hys_friends．

座談会参加者

（左から岩波先生・長田先生・横山所長・黒木さん・吉田さん・朝比奈さん・関口さん）
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https://www2.lib.keio.ac.jp/publication/medianet/article/pdf/01700680.pdf
https://www2.lib.keio.ac.jp/publication/medianet/article/pdf/01700680.pdf

